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(論文内容の要旨)
コンピュ-タを用いた知的な情報アクセス技術としての質間応答では,インタ-

ネットや大規模なデ-タベ-スに蓄積された大量の文書からユ-ザの質間に対する

回答を直接抽出する処理が行われる.そこでユ-ザによって与えられる質間にはジャ

ンルやドメインによる制約が無い. -方産業分野では,電話回線を通じたコ-ルセ

ンタ-や-ルプデスクなどのサ-ビスや,インタ-ネット上でのオンライン質間応

答サ-ビスが数多く存在し,特定の分野の質間だけを扱ったり,人手による回答を

行うなど,実用的な手段で質間応答が運用されている.

これら2つのタイプの質間応答は､扱える質間について2つの点で異なる.前者

で扱える質間は-文で尋ねることができ,かつ人名,組織名,地名など名詞によっ

て回答できるタイプの質間に限られる. --方,実際の質間応答サ-ビスで扱われて

いる質間には,複数の文を含み,定義,方法,意見など回答として比較的長い記述

を必要とするタイプの質間が少なくない.こうした記述的な回答を必要とする質間

については,コンピュ-タによる質間応答ではまだ十分に扱うことができない.本

論文が解決しようとする課題はこの間題の解決である.

本論文は,コンピュ-タによってこのような質間応答が行えるようにするために

必要な2つの要素技術,すなわち,ジャンルを間わない複数の文からなるクエリを

扱う質間解析と,大量の文書集合から記述的な回答を抽出する回答抽出の技術につ

いて論じる.質間解析では,クエリに含まれる質問を抽出し,その質間のタイプを

同定する質間タイプ同定について詳しく論じる.本論文は,複数の文からなるクエ

リに含まれる質問のタイプを適切に同定するための効率的な手法を提案する. --方,

回答抽出では,記述的な回答の類型について論じた後,そこから得られた知見に基

き,インタ-ネット上のホ-ムペ-ジから手順に関する箇条書きを抽出するタスク

について論じる.また,手順に関する箇条書きを抽出するために必要な箇条書きの

特徴についても明らかにする.



(論文審査結果の要旨)

平成19年1月24日に開催した公聴会の結果を参考に平成19年2月2()日に本博士

論文の審査を行った.以下のとおり,本博士論文は,提案者が独立した研究者とし

て,研究活動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認める.

武智峰樹は,本博土論文において, -文による質間,および,単-の名詞による

回答を前提とする従来の質間応用システムとは異なり,複数文による質間,および,

手順や方法のような複数文による回答を必要とするより広い対象の質間応答を取り

上げ,実デ-タの詳細な調査と要素技術の開発を行なった.本論文の頁献は,次の

ようにまとめることができる.

●従来の質間応答研究ではあまり取り上げられてこなかった複数文による質間,

および,羊順や方法のような複数文の回答が必要な質問応答タスクの重要性と

有用性を指摘し, -つの実現様式を示したこと.

●複数文質間のタイプ分類を行い,文レべルのチャンキングを用いて,連続する

複数文による質間の識別とタイプの自動分類を行なう手法を提案し,実験によ

る評価を行なったこと.

●手帳に関する質間の回答を獲得するために, Web上の文書から,手順につい

て記述した箇条書きを他の箇条書きと区別して抽出するための方法を提案し,

実験により有効性を示したこと.

分野を限定しない複数文による質間と回答を対象とする質間応答タスクに対して,

新たな方法論と回答抽出の手法を提案した本研究は,独創性が高く,しかも実用的

であり,自然言語処理の応用分野としての質間応答研究において高い貢献があると

評価する.

よって,本論文は,博土(工学)の学位論文として価値あるものと認める.


